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各 位 

会 社 名 株 式 会 社 ク ル ー バ ー 

代 表 者 名 代表取締役社長 石田  誠 

 (コード番号：7134  東証ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ市場)  

問 合 せ 先 上席執行役員管理本部長 大口 智文 

 (TEL 045-988-5777) 

 

 

2023年３月期 第１四半期決算発表後の質疑応答について 

 

2022 年８月 12 日発表の 2023 年３月期第１四半期決算に関して機関投資家の皆様より多く寄せられた

質問とそれに対する当社の回答を、下記の通り開示いたします。 

なお、ご理解いただきやすいよう、一部内容の加筆・修正を行っております。 

今後も、投資家の皆様へ適宜情報提供を行ってまいります。 

 

 

質問１．2023年３月期第１四半期の進捗状況を教えてください。 

進捗は予定通りです。 

 

質問２．連結業績が前年同期比減益となったのはなぜですか。 

ポイント引当金戻しの影響です。ポイントの失効ルール変更により、前期第１四半期では引当金戻しが

起こり、販管費が大きく減少していました。 

今期はポイント引当金戻しが発生しないため、前年同期比で利益は減少しましたが、計画通りに進捗し

ております。 

 

質問３．６月、７月のアップガレージ直営既存店の売上高が、前年同期比減収となったのはなぜですか。 

当社子会社の株式会社アップガレージでは FC店新規出店の際に、直営店の店頭商品を低粗利で新規 FC

店へ供給支援をしております。５月、６月には FC店の新規出店が５店舗と重なったことにより、直営既

存店の売上が低く計上されたことによる影響がございましたが、現在は、通常に戻っております。 

 

質問４．業績に対して季節変動はありますか。 

 上期に比して、主力商品であるスタッドレスタイヤの需要が拡大する下期の第３四半期、第４四半期

に売上高が増加する傾向がございます。 

 

 



質問５．新型コロナウイルス感染拡大の影響は受けていますか。 

 アップガレージ店舗スタッフで罹患者は多くはありませんが、濃厚接触者として店舗での業務が一定

期間できないスタッフが増えたため、人員確保の面で一部の店舗においては苦労がございました。 

 但し、コロナ禍もおいても、お客様からの買取金額・買取点数が前年同期を大きく上回ったことは、在

庫確保の重要なリユース事業を運営する当社においては、大きなプラス要因となりました。 
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